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ヘッドライン　博物館を活用した化学教育の可能性
　博物館は社会教育の役割を担っており，学校との連携の動きも進んでいる。しかし，化学
教育では事物の展示だけでは有効な教育効果が期待できない場合があるように思われる。公
立博物館や CSR活動として運営されている企業博物館を，どのように化学教育（学校・社
会教育，教員養成）に活かすことができるか？　化学教育における学校・博物館連携の現
状・問題点と可能性について，それぞれの立場からご紹介いただく。
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次号ヘッドライン 市民として必要な基礎・基本の化学Ⅻ 
―児童・生徒・学生は，ここがわからない―

　静岡県立大学は，その源流となる静岡女子薬学校が 1916 年に開設されてから，
100 年を超える歴史を刻んできた大学です。写真の草薙キャンパスは，東海道本線
草薙駅（静岡市）近くの丘の上に位置し，レンガ造りの建物が，東海道新幹線の車
窓（海側）からも静岡駅の少し手前あたりで良く見えます。化学に関係する学部と
しては薬学部と食品栄養科学部があり，有機化学・物理化学・生物化学・環境化学
等の研究・教育を行っています。

表紙の言葉　静岡県立大学


